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概要
本研究の邑的は、多様な地理情報のための統合環境を考案すること、そしてインドネシアの
アチェ州の将来の開発を支援するための地理データセンターの統合環境を例として統合環境を
実現することである。その統合環境では、デシジョン・メーカーすなわち将来の開発の計覇者、
ソフトウェア開発者、そしてその環境の管理者である 3種類のユーザがその環境から提供され
る機能を使うことができる。
統合環境が必要な理由はつぎのとおりである。
(a) 地理データセンターにおいて多用な地理情報が入手可能なこと
地理情報は、製作者と GISソフトウェアの多様性のために、様々な種類のデータ型とフォー
マットにおいて多様になりがちである。たとえば、大量で様々で多様な地理情報がアチェ州の
津波被害後の復興過程の間に作成されたが、それは多くの異なる一時的なプロジェクトチーム
が多くの GISソフトウェアを使用して作成された。これらの大量で様々で多様な地理情報は殆
ど全ての意思決定支援で使用された。
(b) 情報管理者、デシジョン・メーカ一、そしてソフトウェア開発者が必要な機能は異なる。
(i) 情報管理者のニーズは、簡単で信頼できるツーノレを使って多様な地理情報、地理データベ
ースサービス、メタデータサービスを含む様々な種類の地理情報サーピス、マッピングのため
の Webサービス、そして Webマッピング・アプリケーションを操作できることである。これら
のツールは、情報管理者が様々な種類の地理情報サービスを公開する時にベクター型、ラスタ
ー型、地理データベース型と多様な地理情報を扱う能力を持たなければならない。
(ii) デシジョン・メーカーのニーズは、メタデータ・サービスで地理情報を検索する機能、検
索した地理情報のマップサービスを直接使用する機能、地理データベース・サービスにアクセ
スする機能である。
(ii) ソフトウェア開発者のニーズは、彼らが開発しているアプリケーションまたは情報システ
ムで使用する地理データベース・サービスと様々な種類のマッフp • サービスである。
(c) アチ工作!には地理情報のための使用可能な統合環境は無い。
2006年に設立されたアチェ地理データセンター(AGDC)はインドネシア政府によって州立の特
定機関として承認された。 AGDCは、国家機関や復興工程プロジェクト等から受け取った大量
で様々で多様なアチェ州に関する地理情報を管理し、アチェ州内のユーザに配布するための機
関である。 AGDCの任務には、地理データ・情報を統合化し、アチェ州の中の持続可能な開発
のための意思決定を支援することがある。しかし、 AGDCは未だ多様な地理情報のための統合
環境を持っていなし 10
(d) 新規の地理情報資源と新規ユーザ、の可能性
(i) 統合環境は新規の地理情報資源については典型的な 22種類のデータフォーマットをサポー
トする能力を持つ。
(i) 統合環境は新しいタイプのユーザへの拡張も可能である。新しいユーザの要求に基づ、いて
ソフトウェア機能を割り当てる。
これらの理由のため、私は本研究の目的を実現するため次に示す調査・研究を行った。
(1) 様々な種類の多様な地理情報の調査・収集
一時的なプロジェクトチームが復興工程期間に作成した地理情報を収集することは難しい。
私は 2007年 6月から 2010年 10月まで、定期的に現地に行って、地理情報センターとユーザを調
査し、地理情報と復興に関連する他の情報を収集した。
私は 2年間、復興工程に参加じ、約 12TBの大量地理情報を保守する仕事で働いた。私は大
量かっ様々な地理情報を収集した。それには 2000の ESRIArcMap Documentが含まれる。在、は
関連する調査報告も調査した。
(2) 関連研究の誠査・分析
私は復興工程を支援するために開発されたアプリケーションとシステムを調査し、 AGDC内
のアプリケーションを含めて現存しているアプリケーションも調査した。復興工程が終わった
特に多くのシステムは廃棄されたが、それらは復興工程を支援するために作られたためである。
復興工程終了後も必要な GISやアプリケーションもある。なお、関連して SDI(Spatial Data 
Infrastructure)についても文献調査した。
(3) 収集した地理情報のための Webマッピング・アプリケーションの製作
Webマッピング・アプリケーションは地理情報をマップ形式で提供または配布する Webアプ
リケーションである。私は収集した地理情報のために次の2つの Webマッピング・アプリケー
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ションを製作した。私はサーバ GISでOGC(Open GIS Consortium)のWMS(Web Map Service)と
WFS (Web Feature Service)を使って地理情報を提供した。
(3a) 地理情報を配布する Webマッピング・アプリケーション
私が AutodeskMapGuide Enterprise (MGE)サーバを用いて開発したアプリケーションは復興時
に使用された。
(3b) アチェ州の geo-hazardmapとgeo-riskmapを提供する Webマップ0 ・アプリケーション
私が開発したアプリケーションの特徴は、アプリケーション内で得たレイアーに AddWMS 
機能を用いて WMSレイアーをオーバーレイできることである。このアプリケーションでは
MapFish合ameworkとミ不ソタ大学が開発した MapServerを用いた。
(4) 収集した地理情報をインターアクティブに表示する機能の研究と実現
私は収集した地理情報をインターアクティブに表示する Webベースのアプリケーションを開
発した。そのアプリケーションは復興工程の進展を年ごと、寄付者ごとなどに地図やチャート
で示すことができる。インターアクティブ表示のためにズーム・イン/アウト、視点の移動の
機能と地域、寄付者などから検索する機能などを GIS機能として用意した。このアプリケーシ
ョンは天然資源、ハザード、地勢の地図の術轍も提供する。
私はこのアプリケーションを開発するために MapFishframeworkを使用した。この技術により
地理データベースまたは WFS/WMSからのマップのレイアーをバインドすることができる。私
はクライアント側では HTML，CSSラ JavaScriptを、サーバ側では PHPスクリプト言語、
MapServer， ExtJS， OpenLayers， PostgreSQL/PostGISデータベース、 WFS/WMSを使用した。
この結果、私は、地理データを視覚化する Webベースのオンライン GISアプリケーションに
よって、従来の地理データを配布する方法を簡単にすることができた。
(5) アチェ州のための統合環境の設計、製作と評価
統合環境を設計する前に、私は、復興工程で作られた地理情報、 AGDCで地理情報のために
使っているアプリケーションとシステム、 3種類のユーザのニーズ、アチェ州の GISユーザを
分析した。私は、地理情報は様々な種類のフォーマットがあって多様なこと、多くの ESRI
ArcMap documentsがあること、統合環境が AGDCに無いこと、 3種類のユーザは異なる機能と
手段を必要とすること、アチェ州の多くの GISユー ザ、は ArcGISdesktopを使用することを見つ
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けた。そこで私は、私の統合環境の概念に基づく統合システムを AGDCのために開発した。私
は ESRIの製品:ArcIMS Server、ArcGISServer、PostgreSQL/PostGl S接続機能付き ArcSDE、
ArcGIS Desktopそして OpensourceのdesktopGISを使った。
開発した統合環境は、私が収集した復興工程の時に作られた多様な地理情報とアチェ州に関
する地理情報を持つ。そのシステムは、マップ・サービス、地理データベース・サーどス、メ
タデータとメタデータ・カタログ・サービスを含む地理情報サーピスも提供する。
このシステムを使った地理情報の分析例は持続可能な開発の計画を支援する可能性があるこ
とを示した。分析例には、パンダ・アチェで再建設された家の分析、集落と農業地域の再構築
の分析、保護林・プランテーション・鉱業許可地域の分析がある。 AGDCはこのシステムを実
行に適したシステムであると評価した。従って、私はこのシステムはインドネシアのアチェ州
に役立っと結論する。
この統合環境のアプローチは、 SpatialData Infrastructure (SDI)のいくつかの実行上の難しい点、
たとえば、多くの数の機関と個人、十分な資金、多くの分野の専門家、そして時間の問題を乗
り越えることができる。 SDIは GISの拡張であって、通常は国または州の政府によって始めら
れる。ハードワェア、ソフトウェア、機関、人、政策を含むインフラストラクチャであり、そ
れらを用いて地理情報を作り、管理し、配布する。
私は統合環境または多様な地理情報のための統合情報システムの開発方法についても議論し
た。システム開発、保守、コストの観点から geoFOSS(合eeopen source so会ware)を用いた SDIの
開発についても議論した。
最後に、私は本研究が成功したと結論することができる。私は多様な地理情報のための統合
環境のモデ、ノレを考案し、そのモデ、ノレを AGDCのための統合情報システムのプロトタイプとして
実現した。このシステムは地理情報資源の多様性:様々なデータ型とフォーマットと 3種類、の
ユーザ、のための機能と手段が可能であり、管理者のためのマップサービス、地理データベース、
メタデ}タの管理、作J成、公開が可能であり、デシジョン・メーカーのための Webマッピン
グ・アプリケーション、メタデータサーピスの検索機能が可能であり、そしてアプリケーショ
ン開発者のための様々な種類の地理情報サーピス(マップサービスと地理データベースサービ
スを含む)へのアクセス機能が可能である。
私の博士論文の寄与は次のとおりである。
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ー私の研究は、私が考案したモデルが、様々な型の地理情報データフォーマットを含むマツ
プサービスを提供し、異なる種類のユーザにサービスする統合d情報システムの設計に役
立つことを示した。このモデノレはシステムの汎用性の維持にも効果がある。
ー私の研究は、向モデ、ノレを使うことによって SDIの実行上の 6つの困難の中の第6番目を解
決できることを示した。その理由は、地理情報コンテンツを作成する際のボトムアップ
モデルとは独立に、統合情報システムの設計が間モデルを用いると可能だからである。
-SDIの6つの困難の大部分はAGDCのための統合情報システムには見つからない。
ー希な情報資源、は地理情報学では重要である。夜、は、津波からの復興工程で一時的なプロジ
ェクトチームによって生成された地理情報を網羅的に収集した。その理由は、その情報
が貴重で高い品質を持つためであり、そのプロジェクトチームが解散するときに消える
可能性があったためである。収集した様々なデータ型またはデータフォーマットの型は
多様な地理情報のための統合環境のアイデアを私に示した。
私は、将来、 AGDCで発生する要求に対応するため、統合環境のモデルに基づく多様な地理
情報のための統合環境の拡張を考案するつもりである。また、向モデ、ノレの拡張を将来、シア・
クアラ大学で学生とともに研究するつもりである。
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ABSTRACT 
The aims of this study are to devise an integrated environment for heterogeneous geographic 
information (GI)ラ andto realize an integrated environment to support future development for 
Aceh Province in Indonesiaう asan example of an integrated environment with a centralized 
geographic data center. In the integrated environmentラ threetypes of user can use functions 
provided by the environment. The three types of users are decision makers or planners for future 
development， software developersラandadministrators of the environment. 
The reasons why an integrated environment is necessary are as foIlows: 
(a) The availability of heterogeneous geographic information at a centralized geographic data 
center 
Geographic information tends to be heterogeneous in various kinds of data types and formats 
due to the diversity of producers and GIS software used. For exampleラhugevolumes of diverse 
geographic information were produced by many different temporal project teams using many 
different kind of GIS so丘wareduring the rehabilitation and reconstruction (RR) process 
fol1owing the tsunami disasters in Aceh province. This geographic information was used to 
support alI decision-making processes. 
(b) The functionality needed by information administratorsラ decisionmakersラ andso立ware
developers is different. 
(i) Information administrators need simple and reliable tools to handle heterogeneous GI， various 
kinds of GI servicesラ includinggeodatabase servicesラ Webservices for mapping (map 
services) and metadata serviceラ andWeb mapping applications. These tools must have the 
ability to utilize heterogeneous GI including three data types (vectorラ rasterラ and
geodatabases) and different kinds of data formats of GI resources while the information 
administrators publish various kinds of GI services. 
(ii) Decision makers need facilities to search GI in a metadata serviceラtodirectly consume the G 1 
found in the metadata service through its map services and to access geodatabase services for 
analysis purposes. 
(iii)Software developers need geodatabase services and various kinds of map services to be used 
in the application or information system they are developing. 
(c) No integrated environment for geographic information was available in Aceh province. 
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Aceh Geospatial Data Centre (AGDC)， established in 2006， isa special provincial 
geographic data center authorized by the Indonesian govemment. AGDC manages huge volumes 
of diverse provincial geographic information in different kinds of data formatsラreceivedfrom RR 
process projectsラ provincialand national departmentsラ etc.One of the tasks of AGDC is the 
integration of geographic data and information to suppo口 decision-makingfor sustainable 
development in Aceh province. HoweverラAGDCdoes not yet have an integrated environment for 
heterogeneous geographic information. 
(d) The possibility of ne¥入IGI resources and new users 
(i) The integrated environment has ability to support around 22 kinds of typical data formats for 
potential new GI resources that can be used in the integrated environment. 
(ii) lt also has ability to extend new user types. When new types of users are necessary in the 
environmentヲ theavailable so丘warefunctions wil1 be assigned based on new usersラ
reqUlrements. 
F or these reasonsラ1undertook the following research that forms the aims of the study in this 
thesis. 
(1) Researching and collecting various kinds of heterogeneous geographic information 
lt was a difficult task to research and col1ect the necessary geographic information produced 
by the temporary project team during the RR phase. 1 carried on field surveys and studies by 
regular1y visiting the Aceh province since January 2007 until October 2010 to collect geographic 
information and any other information related to the RR-processラ includingapplications， 
geographic information centers and users. 
1 participated in the RR process for 2 yearsラ andtook part in maintaining a large quantity 
(approximately 12 Terabytes) of geographic information. 1 coIlected a large amount of diverse 
geographic information including around 乙000ESRI ArcMap Documents. 1 also studied reports 
related to the geographic information produced by projects during RR process. 
(2) Researching and analyzing related works 
1 examined the applications and systems developed for support purposes during the RR phase 
and investigated existing applications including the applications in AGDC. Most of the systems 
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became obsolete when the RR phase endedラbecausethey were built to support the RR process. 
There isラhoweverラstila need for GIS and other applications after the RR phase. 
(3) Examination and implementation of Web mapping applications for the collected geographic 
information 
A Web mapping application is a Web application that provides or disseminates geographic 
information in a map form. 1 developed the following two Web mapping applications for the 
collected geographic information. 1 used WMS (Web Map Service) and WFS (Web Feature 
Service) ofOGC (Open GIS Consortium) as geographic information provided by server GIS. 
(3a) A Web mapping application for disseminating geographic information 
This application was used in the RR phase. 1 developed it using a proprietary server 
called Autodesk MapGuide Enterprise (MGE) Server. 
(3b) A Web mapping application for providing geo-hazard maps and geo-risk maps of Aceh 
provmce 
1 developed a Web mapping application， including a function caIIed“Add WMS" to add 
a WMS layer to be overlaid with other layers available in the application. 1 used MapFish 
framework and UMN MapServer developed by the University of Minnesota. 
(4) Studying and realizing a Web mapping application with interactive display functions for the 
collected geographic information 
1 developed an interactive Web-based application for the visualization of the collected 
geographic information. The application can show the progress of the rehabilitation and 
reconstruction processラbasedon year， donorsラandother classificationsラinconjunction with maps 
and charts. In order to provide interactivityラtheapplication is equipped with some GIS functions 
such as zoom句In， zoom也out，panラasearch function that query asset data and selections that queIγ 
locations， type of asset data， donorsラ etc.The application also provides an overview of natural 
resources， hazards and topographic maps. 
1 utilized the MapFish framework to develop the GIS application. This technology allows me 
to bind Tayers of maps from geographic databases or WFSI羽市1S.It employs HTMLラ CSSand 
JavaScript on the client-side and a combination of PHP scripting languageラ MapServer，ExtJSラ
OpenLayersラPostreSQL/PostGISdatabase and WFSI羽市1Son the server同side.
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As a resultラ1was able to simplify the conventional method of disseminating geographic data 
with an online Web-based GIS application that visualizes the collected geographic data. 
(5) Design， implementation and evaluation ofthe integrated environment for Aceh province 
Before designing an integrated environmentラ1analyzed G 1 pr・oducedduring the RR processラ
existing applications and system for geographic information in AGDCラtheneeds of the three 
types of users， and so立wareused by GIS users in Aceh province. 1 found that (a) the GI contains 
several kinds of formats (heterogeneity) and also many ESRI ArcMap documentsラ(b)there is no 
integrated environment at AGDCラ(c)the three types of users need different types of functionalityラ
and (d) most of GIS users in Aceh province use ESRI ArcGIS desktop. 
Then 1 developed an integrated information system to AGDC based on my integrated 
environment concept. 1 implemented ESRI products such as ArcIMS Serverラ ArcGISServerラ
ArcSDE Geodatabase with connection for PostgreSQL/PostGIS and ArcGIS Desktop as well as 
open source desktop GIS. The integrated information system contains huge volumes of diverse 
GI in different kinds of format produced during the RR process and other GI related to Aceh 
provmceラcollectedby me. 
Examples of spatial analysis using the system indicate the potential to support the planning 
of sustainable development. Examples include analysis of reconstructed houses in Banda Acehぅ
analysis of reconstruction in settlement and agricultural areasラ andanalysis of protected forest 
areasラplantationand mining concession areas. FinallyラAGDChas evaluated that the system is 
suitable for implementation. Consequentlyラ1have concluded that the system would be useful for 
Aceh provinceラIndonesia.
The integrated environment approach can be implemented to overcome several difficulties in 
the implementation of Spatial Data Infrastructure (SDI)ラ suchas SDr requiring huge numbers of 
different organizations and individualsラanadequate budget， expe口sfor many fieldsラandtime. 
The SDI is an expansion of GIS usually initiated by national or provincial governments. It 
facilitates infrastructure including hardwareラsoftwareラorganizationsラpeopleラandpoliciesラwhich
are used to prod uceラmanageラdisseminateand share geographic information with legal aspects. 
1 have also discussed the methods for developing an integrated environment for 
heterogeneous GI. 1 make special mention of the development of SDI using geoFOSS (free open 
source so立ware)from the viewpoints of system developmentラsystemmaintenanceラandcost. 
IX 
Finallyラ1am able to conclude that the aims of the study in the thesis have been successfully 
met. 1 devised a model for an integrated environment for heterogeneous 01， and realized the 
model as the prototype of the integrated information system for AODC. The system has ability to 
accept various data types and formats (heterogeneity) of GI resources and to serve various kinds 
of GI services for ESRl and nOlトESRIusers. It also defines functionality for three types of users. 
lt provides easy work process for administrators to manageラ createラ andpublish map servicesラ
geodatabaseラmetadata，and Web mapping application. It provides metadata search facility (using 
in desktop OIS and Web based application) for decision makers to search 01 in a metadata 
service and facilities to easily consume 01 found in the metadata service through its map 
services using desktop 01S. It provides facilities for application developers to access various 
kinds of 01 services inc1uding map services and geodatabase services. 
The contributions of my PhD thesis are as fol1ows: 
My study shows that the model is useお1to design an integrated information systemラwhich
has to provide map services containing various types of geographic data formatラandhas to 
service different types ofuser. The model is effective to keep versatility ofthe system. 
My study shows that use of the model is a solution to 6th point of difficulties in the SDI 
implementation， because use of the model makes design of the integrated information system 
independent on a bottom四upmodel for creating geographic content. 
The 6 difficulties in the SDI implementation have mostly been resolved by the integrated 
infonnation system designed for AGDC. 
Rare resources are important in geographic information science. 1 comprehensively collected 
01 generated by temporary project teams in the tsunami recovery processesラ becausethis 
information is rare and high qualityラandtends to vanish when the project teams (original 01 
providers) dissolves. Various data types or data formats of the collected geographic data or 
information have also U10tivated the idea of a model of an integrated environment for 
heterogeneous geographic information. 
1 plan to work on extending of the integrated environment for heterogeneous geographic 
information based on my U10del of the integrated environment to respond the requirements that 
emerge at AGDC in the future. 1 also plan to study the extension of new model with my students 
in Syiah Kuala University in theおture.
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